
講
演
は
、
明
治
学
院
大
心

理
学
部
教
授
の
下
田
好
行
さ

ん
が
「
メ
デ
ィ
ア
社
会
を
ど

う
生
き
る
か
～
知
識
基
盤
社

会
に
必
要
な
能
力
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」

と
題
し
て
行
っ
た
。
下
田
さ

ん
は
、
学
習
で
身
に
付
い
た

知
識
や
技
能
を
「
道
具
」
と

し
て
、
表
現
す
る
力
が
必
要

と
指
摘
し
た
。

引
き
続
き
、
新
聞
記
事
を

論
拠
に
持
論
を
展
開
す
る
実

習
。
参
加
者
は
数
人
の
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
、
「
野
生
動
物
と

の
共
生
」
「
職
業
と
し
て
の

教
師
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を

決
め
、
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

で
記
事
を
集
め
た
。
論
の
進

め
方
を
話
し
合
い
な
が
ら
記

事
を
選
び
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
紙
面
を
投
影
し
て
発
表
し

た
。「

定
年
後
の
人
生
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、
熟

年
夫
婦
の
旅
行
で
「
増
え
る

新
成
田
離
婚
」
や
８
割
以
上

の
地
方
公
務
員
が
「
定
年
後

が
不
安
」
と
し
た
記
事
な
ど

を
提
示
。
日
頃
か
ら
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
、

家
計
を
見
直
し
た
上
で
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
る
べ
き

だ
と
結
ん
だ
。

新
聞
を
見
る
こ
と
か
ら
生

徒
た
ち
に
よ
る
新
聞
づ
く
り

に
発
展
し
た
北
安
曇
郡
松
川

村
の
松
川
中
学
校
３
年
Ｃ
組

の
活
動
に
つ
い
て
、
担
任
の

黒
岩
理
恵
子
教
諭
が
紹
介
し

た
。
き
っ
か
け
は
新
聞
を
毎

日
見
て
、
感
想
を
書
く
こ
と
。

そ
の
中
で
米
軍
普
天
間
飛
行

場
移
設
問
題
に
関
心
を
持
っ

た
生
徒
た
ち
が
、
沖
縄
と
他

地
域
で
基
地
問
題
に
対
す
る

思
い
に
温
度
差
が
あ
る
こ
と

に
気
付
い
た
。
自
分
た
ち
で

取
材
し
て
分
か
っ
た
沖
縄
問

題
を
、
県
内
の
中
学
生
に
伝

え
よ
う
と
「
沖
縄
新
聞
」
を

作
っ
た
と
い
う
。

「
生
徒
た
ち
は
多
く
の
大

人
に
会
い
、
支
え
ら
れ
て
き

た
。
特
に
、
大
人
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
活
動

へ
の
自
覚
や

プ
ロ
意
識
に

つ
な
が
っ
た
」

と
黒
岩
教
諭
。

社
会
と
の
つ

な
が
り

や
広

が
り
の
大
切

さ
を
強
調
し

た
。
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デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
新
聞
記

事
を
集
め
る
参
加
者

長
野
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
は
11
月
６
日
、
「
第
６

回
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
長
野
市
の
信
濃
毎
日
新
聞

長
野
本
社
で
開
い
た
。
小
中
高
校
の
教
諭
ら
約
50
人
が

参
加
。
実
践
事
例
の
報
告
や
講
演
、
実
習
を
通
し
て
、

教
育
へ
の
新
聞
活
用
に
理
解
を
深
め
た
。

「
沖
縄
新
聞
」
制
作

の
過
程
で
、
人
と

の
つ
な
が
り
が
広

が
っ
た
様
子
を
報

告
し
た

社
会
と
つ
な
が
る

「
沖
縄
新
聞
」
作
り

知
識
は
「
道
具
」

表
現
す
る
力
つ
け
て



研
究
指
定
校
は
本
年
度
、

県
内
で
11
校
、
全
国
で
は
約

５
０
０
校
あ
る
。
指
定
校
に

な
る
と
、
新
聞
各
紙
が
一
定

期
間
無
料
で
提
供
さ
れ
る
ほ

か
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
関
す
る
情
報

や
資
料
提
供
な
ど
が
受
け
ら

れ
る
。
指
定
期
間
は
原
則
２

年
間
で
、
１
年
目
（
新
規
校
）

は
早
い
と
５
月
か
ら
、
２
年

目
の
継
続
校
は
４
月
か
ら
新

聞
提
供
が
可
能
だ
。
提
供
期

間
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
実
践
す
る

教
員
が
校
内
で
１
～
２
人
の

場
合
が
各
紙
２
カ
月
間
、
３

人
以
上
で
は
各
紙
４
カ
月
間

と
な
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
は
、
新
聞
を
授
業

で
活
用
す
る
こ
と
で
、
社
会

を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
、
学

校
で
の
学
び
を
実
生
活
で
役

立
て
ら
れ
る
「
生
き
る
力
」

の
獲
得
を
目
指
し
て
い
る
。

新
聞
を
授
業
に
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
教
科
書
で
学
ん

で
い
る
こ
と
を
、
今
の
社
会

の
出
来
事
と
結
び
付
け
て
理

解
で
き
る
利
点
が
あ
る
。

新
聞
は
、
毎
日
の
ニ
ュ
ー

ス
や
社
会
的
問
題
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、
工

夫
を
重
ね
て
き
た
。
新
聞
を

用
い
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒

の
「
読
む
」
「
書
く
」
「
話

す
」
力
を
育
て
る
だ
け
で
な

く
、
新
聞
作
り
を
通
し
て

「
思
考
力
」
「
判
断
力
」
「
表

現
力
」
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
幾
つ
か
の
新
聞

を
読
み
比
べ
る
こ
と
が
、
現

代
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る

情
報
を
適
切
に
読
み
取
る
力

を
得
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

申
し
込
み
は
１
月
31
日
ま

で
に
、
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議

会
（
電
話
０
２
６
・
２
３
６
・

３
２
１
５
、
フ
ァ
ク
ス
０
２

６
・
２
３
６
・
３
０
９
６
）

へ
。

県
内
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
関
心
の

あ
る
教
員
ら
で
つ
く
る
長
野

県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会
は
１
月
29

日
、
第
４
回
県
研
究
会
を
長

野
市
南
県
町
の
信
濃
毎
日
新

聞
長
野
本
社
で
開
く
。

日
本
新
聞
教
育
文
化
財
団

Ｎ
Ｉ
Ｅ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
赤
池
幹
さ
ん
が
「
新
学
習

指
導
要
領
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
講
演
。
下
諏

訪
向
陽
高
校
、
大
町
北
小
学

校
、
丸
子
中
央
小
学
校
の
教

諭
ら
が
実
践
発
表
し
、
学
校

種
別
の
意
見
交
換
も
行
う
。

時
間
は
午
後
１
時
15
分
～

５
時
。
参
加
無
料
。
駐
車
場

は
な
い
。

申
し
込
み
は
１
月
23
日
ま

で
に
、
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議

会
（
電
話
０
２
６
・
２
３
６
・

３
２
１
５
、
フ
ァ
ク
ス
０
２

６
・
２
３
６
・
３
０
９
６
）

へ
。

第２０号 な が の Ｎ Ｉ Ｅ だ よ り ２０１１年１ 月

長
野
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
は
、
新
聞
を
使
っ
て
授
業
を
行
う
、
２
０
１
１

（
平
成
23
）
年
度
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
指
定
校
を
募
集
し
て
い
る
。
対
象
は
県
内
の
小

学
校
、
中
学
校
、
高
校
を
合
わ
せ
て
５
校
だ
。

小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
計
５
校

北安曇郡松川村の松川中学校３年Ｃ組（担任・黒岩理恵子教

諭）は12月８日、「沖縄新聞」を発行した。長野県ＮＩＥ推進

協議会のホームページでこの新聞を見ることができる。同校は

本年度のＮＩＥ研究指定校。ＮＩＥ活動の一環として、より多

くの人に読んでもらえるように、タブロイド判12ページを全て

掲載している。印刷はできない。県ＮＩＥ推進協議会のホーム

ページアドレスは http://www2.shinanoji.net/nie/。同校は９

日、「沖縄新聞」を県内の全中学校へ発送した。

県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ


